
TEF道派生ユニット：チーム“Yuki Da RMA ” 

代表  ：中岫  信 

発表者 ：小楠 聡美 

お世話係：安達 賢二 

協力者 ：小楠 貴紀 

※Yuki Da RMA = Yuki Da Risk Management Approach  
「勇気」とは「リスク」を知ることッ！ 

「リスク」を我が物とすることじゃあッ！ 

テスト設計コンテスト発表資料 
JaSST’13 Tokyo 



Copyright © Yuki Da RMA , All Rights Reserved 2 

チーム“Yuki Da RMA ” Vol.2 紹介 

OGS「Ueさんがチームでテスト設計コンテストに出るんだって」 
NK3+ADC「へぇ～そうなんだぁ・・・がんばって欲しいもんだねぇ～」 
OGS「私、前回負けたのがくやしいの・・・」 
NK3+ADC「ふぅ～ん、くやしかったんだねぇ～・・・・・・・、で？」 
OGS「私やるっ！ Ueさんに絶対負けないもん(><)／」 
NK3+ADC「どっ、、、どうぞ、どうぞ！！」 
OGS「・・・まさか、私一人でやらせるわけ？あんた達・・ (▼▼) 」 
NK3+ADC「まっ、、まさかぁ・・・めっ、めっそうもない！！(ToT)」 
OGS「もちろん、そこにいるOGTも参加するよね？？？(▽▽ﾒ) 」 
OGT「はっ、はいっ・・・ ((((ﾟДﾟ；))))))))) 」 
              と、やる気いっぱいで集まった有志たち。 
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TEF道派生ユニット：チーム“Yuki Da RMA ” Vol.2 紹介 

MAQ じゅくちょ～ クールデビル きたのしろくま 



テストアーキテクチャ設計に該当する箇所の表現方法について 

テストアーキテクチャの要素は、【資料1】*1より 

 

【①テスト観点（関心事）】 

【②テストフレーム（テスト目的－テスト対象）】 

 

となっていますが、段階的に詳細化していくため当スライ
ド上では一意に表現することはできませんでした。 

よって、当スライド中にテストアーキテクチャに該当する要
素が含まれると判断した場合、黄色●をスライド右上に
付与しました。 
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*1：【資料1】は参考資料スライドを参照 



ユーザの立場に立ったテスト＆ 

現場でも実践できるテスト 

要求仕様 
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Yuki Da RMAのコンセプト（対応方針） 

■ユーザの立場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■話題沸騰ポット（製品の特徴） 

想定利用者→用途 
↓  ↓  ↓  ↓  ↓ 

利用シナリオ＋リスク 

状態遷移 
機能・構造・データの流れ 

振る舞い 



組
み
上
げ 

【STEP1】 
仕様分析 

【STEP2】 
利用状況分析 

機能・状態に着目した仕様再構成 

目的機能情報付与 

【STEP3】 
テスト設計方針～テスト観
点最上位レベル明確化 

【STEP5】 
安全性・生産性・信頼性 

リスク＆テスト観点段階
的明確化 
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全体構造明確化 

（構成要素） 
全体ふるまい明確化
（状態遷移+条件） 

【STEP4】 
有効性領域 

全体構造～個別要素 

テスト観点段階的明確化 

個別要素明確化～統合化検討 

+全体構造との整合確保 

個別状態遷移 
個別構造明確化 

構成要素 

テスト詳細設計 

テストケース導出 

Yuki Da RMAの足あと 
【視点】利用者の立場から 

【視点】製品構成要素・構造・機能から 

個別機能 

システム機能 

（ラルフチャート） 
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【STEP1】 仕様分析：要求仕様の再構成 
  →関連機能仕様をパッケージ化＋個別目的付与＝目的機能仕様 
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• 要求仕様書第7版の内容を、主に機能・状態を意識して再構成し、その上で目的機能
を明確化 → ※この内容を今回のすべての対応のインプット情報とした。 

※このことによ
り明記された仕
様に対するテス
トの網羅性、お
よび機能が持
つ目的に対して
必要な確認（テ
スト）を行うこと
を確実にする。 



重要度②安全性 
けが・やけどなどだけではなく、費用などの

実害が発生することを含む 

重要度③生産性 
手数が少ない＝生産性がよい、ではなく、
期待通り動く前提（戸惑わない）で手間

が少ないこと 

【満足性】 
＜User Goal＞ 

お湯を使って、実害なく、タイムリーに 
①家族・夫婦・会社の給仕役：お茶・紅茶・コーヒーを飲む 
②お母さん・おばあちゃん・保育士：幼児にミルクをあげる 

③学生・工事現場の労働者：カップ麺を食べる 

実利用 
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要求仕様書再構成版
の内容から利用者・
利用状況などを想定 
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【STEP2】 利用状況分析 
   どんな利用者が、どんな用途で使い、どうなればよいのかを想定 

重要度①有効性 
＜システムによるUser Goal＞ 

用途に対してお湯を使うことができる 



【STEP3】 テスト設計方針～テスト観点最上位レベル明確化 
   利用者領域～重要度付与＋内容具体化によるテスト観点設定 
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①有効性 

目的達成機能 

状態 

振る舞い 

構造・
データの
流れ 

機能 

利用時 

リスク視点 

②安全性 

健康・経済・
環境影響 

③生産性 

使いやすさ 

④信頼性 

機能継続・
耐久性など 

主に利用時リスクの視点 
主に網羅の視点 

  ＋個別特徴のピンポイント確認の視点 

利用者 

満足 
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テスト設計全体像 

視点 

 

テストレベル 

 

製品リスク 

 

状態・振る舞い 

 

機能 
 

構造・データの流れ 

【対象】 
システム 

 

シナリオレ
ビュー 

    + 

ユーザシナリ
オを中心とした
システムテスト 

【対象】 
統合機能・複
数機能 

 

統合機能テス
ト 

【対象】 
単機能 

 

単機能テスト 
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網羅＋個別特徴（構造など）のピンポイント 

有効性領域のテスト設計 
安全・生産・信頼性 

領域のテスト設計 

厚み・ピンポイント 



有効性領域のテスト設計 

主に網羅＋個別特徴のピンポイント
確認の視点 
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【STEP4】  



有効性領域（目的達成機能）のテスト設計全体像（主に網羅の視点） 
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視点 

 

テストレベル 

 

製品リスク 

 

状態・振る舞い 

 

機能 
 

構造・データの流れ 

【対象】 
システム 

 

シナリオレ
ビュー 

    + 

ユーザシナリ
オを中心とした
システムテスト 

【対象】 
統合機能・複
数機能 

 

統合機能テス
ト 

【対象】 
単機能 

 

単機能テスト 

網羅＋個別特徴（構造など）のピンポイント 厚み・ピンポイント 

有効性領域のテスト設計 



状態＋振る舞い（１）： 
ポット全体の状態遷移と振る舞いを分析 

利用者から製品全体の振る舞いを見る 

   おぐチャート 
  状態遷移図(青線)に条件

(茶色線)を組み込むことで、

振る舞いをカバー 

Copyright © Yuki Da RMA , All Rights Reserved 12 



おぐチャートのパスを網羅するシナリオの導出と具体化 
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状態＋振る舞い（２）：機能レベルの状態遷移を分析 
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単機能、複数機能間の

状態遷移図にて明確化 
構成要素・構造・機能から個々の状態と振る舞いを見る 

→この結果と前スライド：遷移全体との整合も確認 



構造・データの流れ（１）：ポット全体の構成図 
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   MAQチャート 
単機能、複数機能間の連

携を明確化して分析 



システム全体を機能＋データの流れで詳細に構造化 

機能間の連携を詳細把握するために、データの流れを含めた構造を明確
化した。 
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構造・データの流れ分析（２）：単機能／複数機能
における基本的網羅確認＋特徴に対する確認 

  シナリオテストと

突合し、重複がない

ようにする。 

機能ごとの要素を洗
い出し、どのテストで
確認するかを決める。 

例) 

条件の組合せがある 

→デシジョンテーブルテスト 

状態が遷移する 

→状態遷移テスト 
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テスト対象からテスト目的（基本的網羅の視点＋特徴）を特定 

システム全体
の位置づけ テスト対象 テスト目的 テスト技法 
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テスト技法の割当て：テスト詳細設計・テストケースへ展開 
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ラルフチャートによる個別機能～システム全体の目的機能要因の明確化 
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今回はテストケースの無駄な重複防止を目指しておぐチャート（状態遷移・振る舞い）ベーステスト
設計結果、およびMAQチャート（構成要素・単機能・機能連携）ベースのテスト設計結果から当ラ
ルフチャート結果を参照して網羅を確認→不足があれば追加する対応を行った 
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個別機能 

統合機能 

統合機能 

個別機能 

統合機能 

システム全体 



安全性・生産性・信頼性
領域のテスト設計 

主に利用時リスクの視点 
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【STEP5】  



安全性・生産性・信頼性領域のテスト設計全体像（主に利用時リスクの視点） 
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視点 

 

テストレベル 

 

製品リスク 

 

状態・振る舞い 

 

機能 
 

構造・データの流れ 

【対象】 
システム 

 

シナリオレ
ビュー 

    + 

ユーザシナリ
オを中心とした
システムテスト 

【対象】 
統合機能・複
数機能 

 

統合機能テス
ト 

【対象】 
単機能 

 

単機能テスト 

網羅＋個別特徴（構造など）のピンポイント 厚み・ピンポイント 

安全・生産・信頼性 

領域のテスト設計 



②安全性・信頼性リスクの具体化 

 →テストすべき事項・テストタイプ／テストレベルへ 
安全性・信頼性構成要素 安全性・信頼性を妨げる事象とその原因 対応 

健康への悪影響 やけど 
※全体の95%以上 

 

熱湯/蒸気流
出・噴出・吐出 

給湯などの誤操作・誤動作 HW+SW 

ロック機能の動作不備 HW+SW 

ポット洗浄剤等混入物 HW・取説 

勢いよく蓋を開閉 HW・取説 

転倒・傾斜 HW・取説 

感電 漏電・短絡 HW・取説 

けが 感電 漏電・短絡 HW・取説 

転倒 コンセントひっかけ HW・取説 

経済的損失 出火・火災 漏電 漏電・短絡 HW・取説 

短絡 マグネットコンセントに異物付着 HW・取説 

筐体・部品破損 転倒・落下など コンセントひっかけ等× 

壊れやすい部材・部品 

HW・取説 

環境への悪影響 電気浪費 

（×省エネ） 
無駄な加熱 温度コントロール不備 SW 

不適切な部品・
部材 

部品・部材特性（性能） HW・取説 

漏電・短絡 上記漏電・短絡と同じ HW・取説 

参考：「電気ジャーポットの安全」 国民生活センター 

SWテスト対象 
■統合テスト 
■機能テスト 

■ユーザシナリオテスト 
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③生産性リスクの具体化→テストすべき事項・テストタイプ／テストレベルへ 

構成要素 生産性を妨げる事象とその原因 対応 

操作生産性 タスクに対する手続きが多い/ム
ダな手続きが多い 

部分最適化or/and開発指向UI

設計 

HW+SW 

+取説 

見た目でどうすれば何ができる/

できないが理解しにくい 

→予想を裏切られる 

ボタン/ランプ配置・表示内容、
音の意味が分かりにくい 

HW+SW 

+取説 

状況が分からない/分かりにくい
→次にどうしてよいか分からな
い 

製品側の操作方法が一貫して
いない 

HW+SW 

+取説 

意図しないエラーで動かなくなる 

復旧方法が分からない 

利用者エラーを防止していない HW+SW 

+取説 

誤って操作してしまう 指示に対する応答が遅い HW+SW 

処理時間効率性 指示してから完了までのリードタ
イムが許容時間を超える 

沸騰機能の性能不足など HW+SW 

指示入力に対する応答が遅い 使用部品特性と部品間の相性
＋制御ロジックの動作性能悪 

HW+SW 

SWテスト対象 
■統合テスト 
■単機能テスト 

■ユーザシナリオテスト 
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個別仕様レベルでの利用時リスク関連事項明確化 

→テスト設計時考慮事項 

• システムを構成する要素（個別仕様）レベルで利用時リスクに関連する事項を特定し、
テスト設計時に＋α要素として対応する。 
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  スープカレー表 
再構成仕様から利用時のリ

スク関連仕様を特定   
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要求仕様項目それぞれが持つリスクに対して構造ベースのテストで確認 
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ユーザーシナリオテスト設計結果に利用時リスク確認を追加 
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テストで網羅しつつ、効率的にテストケースを集約するための工夫 

• 「状態のイベント」に対して、それを確認するシナリオで消込み、網羅で
きていることをチェック。 

• 「安全性／生産性のリスク」に対して、それを確認するシナリオで消込
み、網羅できていることをチェック。 
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要素の組み合わせの網羅を確認 
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要素の全組合せに対して、単機能、統合機能、複数機能間の構造図より導き出した組合
せがどれぐらい網羅しているかチェック 

構造表 

・構成要素の総当たり表 

・要素の組み合わせが発生
している箇所に色が付く 

・○は直接関連している組
合せ（有則） 

・空欄は直接関連しない要
素の組合せ（無則） 

三つの表の重ね合わせ 



要素の組み合わせのリスク評価 

30 
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各要素で問題が発生した場合に考えうる影響度と頻度を分析し、要素の組み合わせによ
るリスクを評価した 

＜機能分類と頻度＞ 

 給湯関連 

 加熱関連 

 全般 

 タイマ 

＜影響度の分類＞ 

 健康への悪影響 

 経済的損失 

 環境への悪影響 

 特になし、軽微 

要素を大きな機能に分類し、 

よく使う機能ほど 

問題の起こる確率を高とした 
組み合わせのリスク評価 

高い：白 

低い：黒 



網羅に対する十分性の確認 

考慮対象外とした項目 

・ヒータとロック 

・ヒータと解除ボタン 

 

リスクでは注意となったが、ヒータと直
接関連するヒータ用電源との組み合
わせで確認が取れるため、別途テスト
を追加する必要はないと判断した。 
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構造表とリスクの評価表を重ね合わせることで、網羅されていない無則の組み合わせに対
する対応の有無を判断を行った。 

また、これによって無則部分を全てやるのではなく、リスクが高いところを優先的に狙える。 

リスクがあるがテストで考慮しな
い箇所（白、白網掛け） 



【利用者領域】 
利用者の立場からの視点 

テストの視点 

【システム領域】 
話題沸騰ポット（製品）からの視点 

想定 

利用者 

用途 

利用シナリオ・リスク 

（ふるまい） 

状態遷移 

機能 

構造・データ 

各種構成要素 

↓ ↑ 

↓   ↑ 
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